
 
 

感情リテラシーを育む 

■ 「こころんメーター」を活用した学習 

前号でもお伝えしたように、本校では感情リテラシ

ーを育むという観点から、人権教育の推進に取り組ん

でいます。感情リテラシーとは「自分や他者の感情を

適切に認識・理解し、それにふさわしい形で表現・対

応する力」を意味します。今年度は、人権担当教諭よ

り「こころんだより」という通信を発行して、保護者

の皆様にもご理解いただけるように取組を進めてい

るところです。 

その取組の中核に、本校職員で試作した「こころん

メーター」（＊感情を表す言葉を気持ちの度合いに応じて分布したマトリクス表：上図）の活用が

あります。先週は「こころんメーター」を活用した研究授業を２つ行いました。 
 

国語科では登場人物の気持ちをつかん
だり、表現したりすることに活用してい
ます。同じ「うれしい」感情でもその度
合いや、それを表すのに適した言葉が異
なることに気づきます。（２年生） 

席を移動して友だちの考えを知ります。
「安心」「満足」「すっきり」…。登場
人物のうれしい気持ちを表すのに、どん
な言葉がぴったりと当てはまるのか、友
だちの考えを知る時間です。（２年生） 

自分の気持ちを表現する時にも「こころ
んメーター」を使います。「ぼくの気持ち
はこれだよ。なぜかというとね…」。理由
を話すおしゃべりが始まります。 
（ひまわり学級） 

  
「こころんメーター」の活用は、言葉のひだ、心のひだを増やす取組です。単に「うれしい」「い

やだ」ではなく、「少し不安だけどワクワクしてる」「悔しいけど納得してる」など、感情の微細な

違いを言葉にできる力の育成につながるものと思っています。 

■ 全校朝会の講話 

７月の全校朝会では、金子みすゞさんの「こだまで

しょうか」という詩を紹介しました。 

人はみんな、相手の言葉に影響を受けて、返す言葉

を決めている。言葉は互いに響き合っているのだと

いうこと。また、自分がどんな気持ちで話しているの

か、どんな思いやりを持っ

ているのかが、言葉ににじ

み出る。言葉は、自分の「こ

ころ」を映す鏡のようなも

のなのだということを伝えました。 

近頃の子どもたちの言葉に乱れを感じることもしばしばです。本校で

は、言葉の大切さに気づかせる人権教育を推進していきます。 
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ふるさととつながり、仲間とともに 

“在りたい未来”を創造する広谷っ子の育成 
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「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて 

現行の学習指導要領の理念の一つに「社会に開かれた教育課程」という言葉があります。学校教育

の中で子どもたちが社会とつながり、自身の目標達成のために積極的に行動する力を育むことが求め

られています。今年度、本校でもその理念の実現に力を注いでいます。 

■ 「観音祭り」について調べた５年生 

地域の方に来ていただいて、地域の祭りである「観音祭り」に

ついて調べたり、地域の方から観音祭り囃子を教えていただいた

りした５年生が学年発表を行いました。観音祭り囃子を演奏しな

がら５年生が登場すると、体育館は一気にお祭りの雰囲気になり

ました。 

今年度は観音祭り伝統の「造り物」に、広谷小学校児童から８

作品を出品しています。「造り物」の復活に、子どもたちも一役担

うことができるとすれば、子どもたちの“ふるさと意識”も一層

強くなることと思います。 

■ ４年生による野菜の販売 

４年生が、地域や保護者の皆さん

に、野菜の販売を行いました。販売

したのは、４年生が地域コーディネ

ーターさんの協力により、総合的な

学習の時間に育てたミニトマトと、

２年生が生活科の時間に育てたキ

ュウリです。販売しようと思えば、

栽培だけでなく様々な活動が必要

になります。広報、接客、お金の管理…。学校での学習が「世の中」とつながり、開かれた学びに

なっていることを実感しています。 
 

次回の販売は７月 15日（火）8：40〜9：25 広谷小学校体育館前で行います。   

４年生が育てたミニトマトを販売します。ぜひ、お立ち寄りください。 

 

 

アゲハチョウの授業【３年生】  

京都教育大学名誉教授の村上忠幸先生におこしいただき、アゲハ

チョウについての学習をしました。オスとメスの見分け方、エサの

種類や与え方を教わり、最後にはアゲハの産卵の瞬間を見せてもら

いました。子どもたちは興味津々にお話を聞き、アゲハにエサを与

えるなど、これまでにしたことのない体験をしました。不思議なこ

と、美しいこと。子どもたちがこんな目を輝かせることが、この世

界にはたくさんあるのだと気づかせていただきました。 

 
 

 

 

 

お客様とのコミュニケーション
はとても大切です 

養父庁舎での訪問販売。市教委の
皆様が協力してくださいました 

校長室より「広谷っ子ブログ」を発信中です 
【広谷っ子ブログ】https://hirotanikocho.blog.fc2.com/  

 

５年生の観音祭り囃子の演奏 

子どもたちの目の輝き 


